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医療従事者の皆様に
心から感謝と敬意を！
医療従事者の皆様に
心から感謝と敬意を！

9月定例会は8月25日（火）開会の予定です。
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月6
定例会

への対応　全議案可決
への支援を審議〜
への対応　全議案可決
への支援を審議〜

 

請
願
・
意
見
書

●　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
請
願

請
願
者　

連
合
長
野
高
水
地

域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

須
高
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

荻
原
公
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
名

　
　

紹
介
議
員　

塩
﨑　

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

泰
也

　
　

採
決
結
果　

採
択
し
、
同
意
見

書
を
可
決

●　

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推

進
と
、
教
育
予
算
の
増
額
を
求

め
る
請
願

請
願
者　

連
合
長
野
高
水
地

域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

須
高
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

荻
原
公
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
名

　
　

紹
介
議
員　

塩
﨑　

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

泰
也

採
決
結
果　

採
択
し
、
同
意
見

書
を
可
決

《
委
員
会
提
案
》

●　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
　

採
決
結
果　

可
決

★
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会

や
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し

た
。

小
中
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト

�
１
人
１
台
整
備
へ

小
中
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト

�
１
人
１
台
整
備
へ

　

今
定
例
会
は
、２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
案
４
件
の
ほ
か
、

条
例
案
な
ど
18
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
・
同
意
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
採
択
と
し
た
ほ
か
、

意
見
書
３
件
を
可
決
し
た
。

★　

信
州
須
坂
ま
ち
の
元
気
創
出
推

進
委
員
会
負
担
金

�

〈
８
千
８
１
０
万
円
〉

★　

北
部
運
動
広
場
を
人
工
芝
化
す

る
た
め
の
設
計
委
託
料

�

〈
１
０
０
万
円
〉

★　

農
業
ハ
ウ
ス
を
強
靭
化
す
る
農

業
者
補
助�

〈
97
万
円
〉

★　

市
が
管
理
す
る
河
川
し
ゅ
ん
せ

つ
整
備�
〈
７
千
万
円
〉

★　

臥
竜
公
園
内
石
積
修
繕
・
望
岳

公
園
運
動
遊
具
撤
去

�

〈
２
０
６
万
５
千
円
〉

 

第
４
号 

★　
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
」
事
業

�

〈
６
千
６
７
８
万
１
千
円
〉

第
５
号

★　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
型
地
域
活
力
創
出
事
業
等

補
助
金�

〈
２
千
３
０
０
万
円
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
予
防
措
置
に
よ
り
各
種
行
事
、
イ

ベ
ン
ト
や
諸
会
議
等
の
中
止
が
相
次

ぐ
な
か
迎
え
た
６
月
定
例
会
は
、
24

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
･

４
･
５
号
）
の
総
額
１
億
８
千
９

７
０
万
１
千
円
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

 

第
３
号 

★　

小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

１
人
１
台
整
備

�

〈
１
億
５
千
３
０
９
万
円
〉

★　

避
難
所
運
営
の
た
め
の
資
機

材
・
職
員
の
活
動
服
・
防
災
備

品
等�

〈
６
０
０
万
円
〉

補
正
予
算
の
主
な
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

交
付
金
に
対
す
る

事
業
を
提
案

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
交
付
さ

れ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に

対
し
、
７
月
２
日
須
坂
市
議
会
と
し

て
の
実
施
す
べ
き
事
業
を
提
案
し
、

検
討
の
う
え
予
算
化
す
る
よ
う
市
長

に
要
望
し
た
。

❶
家
賃
支
援
等
を
含
む
事
業
継
続
や

雇
用
維
持
等
に
関
す
る
16
事
業

❷「
新
し
い
生
活
様
式
」を
踏
ま
え
た

地
域
経
済
の
活
性
化
等
に
関
す
る

７
事
業

議会提案を市長へ提出

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果
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新型コロナウイルス感染症
〜暮らし・経済活動

新型コロナウイルス感染症
〜暮らし・経済活動

番　　号 件　　　　　　　　名

承認第２号
介護保険条例の一部改正（承認）
第 1 号被保険者の第 1 段階から第３段階までの保険料率の軽減措
置

承認第３号 消防団員等公務災害補償条例の一部改正（承認）
消防作業従事者・非常勤消防団員等、補償基礎額の引き上げ　等

承認第４号
2019 年度一般会計補正予算第９号　（承認）
5 億 8,087 万円増
歳入：子ども子育て支援臨時交付金、特別交付税等の追加
歳出：特別交付税等の増額分を財政調整基金へ積み立て

承認第５号
2020 年度一般会計補正予算第１号（承認）
51 億 9,900 万円増
歳出：１人 10 万円の支給を行う特別定額給付金、児童手当受給世

帯に対し児童１人１万円を上乗せする臨時特別給付金　等

議案第 29 号 2020 年度一般会計補正予算第２号（可決）
1 億 9,668 万円増

■■■ 第2回臨時会の議決結果 ■■■

審議の結果いずれも全会一致で、原案のとおり承認、可決した。

市
独
自
の
支
援
対
策

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
９
千
６
６
８
万
円
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
９
千
６
６
８
万
円
を
可
決

予
算
決
算
特
別
委
員
会

審
査
の
主
な
内
容

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
、
須
坂
市
独
自
の

拡
大
防
止
対
策
や
経
済
対
策
な
ど
を

計
上
し
た
も
の
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
本
会
議
の
採
決
で
は
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

宿
泊
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援

�

３
千
万
円

Ｑ　

市
内
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
市

民
一
人
当
た
り
４
千
円
を
負
担
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
県
外
の
人
に
紹
介

し
て
、
市
内
の
人
が
当
日
行
か
な
く

て
も
対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ　

５
月
26
日
現
在
、
宿
泊
代
表
者

が
須
坂
市
民
で
あ
れ
ば
、
長
野
県
内

在
住
者
も
利
用
で
き
る
。

農
家
の
収
入
保
険
の
掛
金
を
補
助

�

５
０
０
万
円

Ｑ　

申
請
者
数
が
想
定
を
上
回
っ
た

場
合
、
さ
ら
に
上
乗
せ
で
補
正
予
算

を
組
む
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

Ａ　

状
況
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
。

事
業
者
等
が
自
ら
考
え
た

感
染
拡
大
防
止
の
取
組
み
を
支
援

�

４
千
万
円

Ｑ　

内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
申
請
し

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

市
報
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
対
象

事
業
を
例
示
し
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
よ
う
に
努
め
る
。
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
際
は
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

⬇

★
事
業
者
や
団
体
等
か
ら
の
申
請
が

予
想
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、
６
月

定
例
会
（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
）
で
２
千
３
０
０
万
円
を
追
加

予算決算特別委員会で決定した

市長への要望
❶　宿泊応援支援金は宿泊代表者を

須坂市民に限定するのではなく、
県内の宿泊者、さらには県境を
またいでの移動が解除となった
場合、県外の宿泊者にも適用す
るよう要望する。

❷　事業の執行にあたっては、市民
に寄り添った懇切丁寧な説明と
市の積極的な関与をする中で、
速やかな執行に努めること。

❸　困窮した市民の経済状況を見る
中で、必要に応じ単費を含めた
更なる補正等の対応を要望す
る。

第２回
臨時会

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果
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人工芝化される予定の北部運動広場

健
康
・
医
療

妊
婦
向
け
マ
ス
ク
配
布
事
業

Ｑ　

ど
う
い
う
事
業
か
。

Ａ　

マ
ス
ク
と
感
染
防
止
啓
発
チ

ラ
シ
を
妊
婦
さ
ん
に
送
付
す
る
国

の
事
業
。

Ｑ　

国
の
マ
ス
ク
よ
り
、
喜
ば
れ

る
マ
ス
ク
配
布
を
。

Ａ　

市
の
単
費
や
交
付
金
を
使
っ

て
配
布
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

Ａ　

管
理
面
を
考
え
、
通
常
職

員
が
い
る
避
難
所
30
カ
所
を
予

定
し
て
い
る
。

市
民
支
援
事
業

Ｑ　

２
町
に
備
品
整
備
補
助
金

を
計
上
し
て
い
る
が
、
申
請
状

況
は
。

Ａ　

18
町
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

が
、
県
に
順
番
で
６
町
申
請
し

２
町
が
採
択
さ
れ
た
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

Ｑ　

交
付
金
の
減
額
に
伴
い
道

路
の
改
修
に
影
響
が
出
る
と
思

う
が
箇
所
は
。

Ａ　

道
路
改
良
事
業
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
周

辺
の
道
路
整
備
、
舗
装
修
繕
事

業
に
お
け
る
市
内
一
円
の
舗
装

修
繕
、
橋
梁
修
繕
事
業
に
お
け

る
百
々
川
新
橋
の
修
繕
で
あ
る
。

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
つ

い
て
は
、
あ
と
３
年
間
と
い
う

期
限
も
あ
り
国
に
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

今
後
も
国
に
対
し
て
予
算

要
求
を
行
い
、
事
業
が
進
捗
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

防
災
危
機
管
理

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
。

Ａ　

県
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
指
針
な
ど
を
参
考
に

必
要
物
品
の
費
用
を
計
上
し
た
。

　

飛
沫
防
止
の
た
め
拡
声
器
の

購
入
、
避
難
所
運
営
の
担
当
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
ビ
ブ
ス

の
購
入
配
備
等
を
予
定
し
て
い

る
。

Ｑ　

す
べ
て
の
避
難
所
に
配
備

す
る
資
機
材
の
数
量
を
購
入
す

る
の
か
。

防
災
・
道
路

文
化
振
興
・
ス
ポ
ー
ツ 国

保
加
入
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

に
傷
病
手
当
金
を
支
給

Ｑ　

白
色
申
告
の
家
族
専
従
者
も

対
象
か
。

Ａ　

対
象
と
な
る
。

Ｑ　

傷
病
手
当
金
の
１
日
あ
た
り

基
準
額
は
。

Ａ　

昨
年
度
提
出
さ
れ
た
給
与
支

払
報
告
書
の
平
均
収
入
日
額
の
３

分
の
２（
３
千
円
）を
見
込
ん
だ
も
の
。

ま
ち
の
元
気
創
出
推
進
事
業

Ｑ　

ま
る
ご
と
博
物
館
を
核
と
し

た
こ
の
事
業
の
委
員
会
構
成
が
寄

せ
集
め
的
だ
。

　

今
ま
で
も
同
じ
よ
う
な
協
議
会

を
作
っ
て
き
た
が
、
あ
ま
り
機
能

し
て
い
な
い
。
い
ざ
交
付
金
が
付

い
た
ら
コ
ン
サ
ル
に
お
任
せ
の
感

じ
を
受
け
る
が
、
こ
れ
で
本
当
に

う
ま
く
い
く
の
か
。

Ａ　

全
庁
横
断
的
事
業
に
な
っ
て

お
り
、
総
合
的
に
考
え
て
委
託
、

委
員
会
方
式
が
ベ
ス
ト
と
考
え
た
。

Ｑ　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
ま
る

ご
と
博
物
館
構
想
が
市
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

Ａ　

文
化
芸
術
振
興
と
文
化
財
は

堅
持
し
て
、
ま
る
ご
と
博
物
館
と

し
て
形
作
ら
れ
て
い
く

中
で
産
業
振
興
や
回
遊

性
も
高
ま
っ
て
い
く
と

考
え
る
。

Ｑ　

部
会
の
構
成
員
に

ふ
さ
わ
し
い
方
の
参
加

を
。

Ａ　

今
後
詰
め
て
い
く
。

北
部
運
動
広
場
を
人
工

芝
化
す
る
た
め
の
設
計

業
務
委
託

Ｑ　

夜
間
照
明
に
つ
い

て
ど
う
研
究
し
た
の
か
。

Ａ　

財
源
の
関
係
も
あ
り
設
計
後

に
検
討
す
る
。

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議
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以前行われた県外生徒による
峰の原高原自然体験学習

新学校給食センター建設の状況を調査

校
６
年
生
に
は
つ
ら
い
年
で
あ

る
が
、
で
き
得
る
も
の
は
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

小
学
校
５
年
生
は
、
あ
と
４

年
間
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の
で
現

場
の
先
生
方
と
も
相
談
し
た
い
。

峰
の
原
高
原
観
光
協
会
補
助
金

Ｑ　

ペ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
の

補
助
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

Ａ　

ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
支
援
は
、

す
で
に
宿
泊
事
業
者
売
上
支
援

給
付
金
、
ま
た
宿
泊
応
援
支
援

金
と
し
て
事
業
実
施
を
し
て
い

る
。
観
光
協
会
に
お
い
て
は
来

年
の
峰
の
原
高
原
自
然
体
験
学

習
に
向
け
て
、
飯
ご
う
炊
さ
ん

が
で
き
る
か
ま
ど
の
設
置
等
を

計
画
し
て
お
り
今
回
そ
の
補
助

を
行
う
も
の
。

Ｑ　

峰
の
原
観
光
協
会
と
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
方
が
相
談
し
た
う
え

で
の
計
画
か
。

Ａ　

協
会
の
会
議
に
お
い
て
、

キ
ャ
ン
プ
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
自
然
と
触

れ
合
い
体
験
の
幅
が
広
が
る
と

の
結
論
を
得
た
た
め
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

Ｑ　

セ
ン
タ
ー
の
購
入
に
関
し

て
、
消
費
税
（
昨
年
10
月
ま
で

と
そ
れ
以
降
の
分
）
の
説
明
を

願
い
た
い
。

Ａ　

契
約
は
平
成
30
年
９
月
に

行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
は

８
％
の
消
費
税
で
あ
っ
た
。
消

費
税
法
に
お
い
て
、
工
事
請
負

は
、
増
税
後
の
引
き
渡
し
で
あ

っ
て
も
基
準
日
の
昨
年
３
月
31

日
以
前
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

税
率
８
％
の
特
例
扱
い
と
な
る

が
、
以
降
の
増
税
分
に
つ
い
て

は
、
10
％
の
消
費
税
に
な
る
。

　

今
回
の
施
設
整
備
費
は
10
％

の
消
費
税
。

峰
の
原
高
原
自
然
体
験
学
習

Ｑ　

体
験
学
習
中
止
と
の
こ
と

だ
が
、
対
象
児
童
は
何
人
か
。

Ａ　

小
学
校
５
年
生
４
４
９
人

が
対
象
。

Ｑ　

根
子
岳
登
山
は
人
生
の
中

で
重
要
な
体
験
で
あ
る
が
、
こ

の
補
填
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

今
年
度
は
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
行
事
が
多
く
あ

り
、
特
に
中
学
３
年
生
、
小
学

教
育
・
観
光

　

連
合
議
会
臨
時
会
で
は
、
最

終
処
分
場
建
設
工
事
契
約
変
更

の
専
決
処
分
な
ど
を
議
決
し
た
。

◎
当
市
の
最
終
処
分
場
関
係
の

主
な
も
の

・
建
設
工
事
の
貯
留
構
造
物
及

び
防
災
調
整
池
工
事
に
お
い

て
、
地
質
条
件
及
び
支
持
地

盤
が
当
初
の
想
定
と
異
な
っ

た
た
め
、
１
億
７
千
３
９
７
万

６
千
円
増
額
し
、
19
億
１
千
４

７
５
万
２
千
４
０
０
円
と
し
た
。

・
昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
災

害
な
ど
の
影
響
で
予
定
か
ら

４
カ
月
遅
れ
、
竣
工
は
令
和

３
年
１
月
末
と
な
っ
た
。

広
域
連
合
議
会
等
報
告

長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

令
和
2
年
4
月
23
日

・
管
理
運
営
は
、
「
専
門
委
員

会
」
に
お
い
て
検
討
し
た
結

果
、
当
面
、
令
和
３
～
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
長
期
包

括
委
託
方
式
と
し
、
５
億
円

の
債
務
負
担
と
す
る
。

建設工事が進む最終処分場
（６月18日現在）

予算決算特別委員会で決定した

市長への要望
❶　まるごと博物館構想は、本来の

目的である文化振興にあることを
外さないで進めていただきたい。
また、４年目以降単費を使わな
いように事業計画をされたい。

❷　方向性が固まっていないことの
報告が散見された。事前に報告
するのであれば、ある程度固め
たところで具体的に決定したこと
を報告するなり、決まる前に議
会に相談されたい。

❸　新型コロナウイルス対応型地域
活力創出事業等補助金の執行に
あたっては、市の規定どおりしっ
かり行っていただきたい。

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議
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市道認定（臥竜公園西３号線）を現地調査

常
任
委
員
会
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

経
済
へ
の
影
響
を
受
け
、

市
長
・
副
市
長
の
給
料

を
減
額

総務文教

委
員
長
　
　

荒
井
　
　
敏

副
委
員
長
　

古
家
　
敏
男

委
員
　
　
　

塩
﨑
　
貞
夫

宮
坂
　
成
一

霜
田
　
　
剛

佐
藤
壽
三
郎

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
に

傷
病
手
当
を
支
給
す
る

た
め
の
国
保
条
例
改
正

福祉環境

委
員
長
　
　

堀
内
　
章
一

副
委
員
長
　

久
保
田
克
彦

委
員
　
　
　

牧
　
　
重
信

宮
本
　
泰
也
　

酒
井
　
和
裕

浅
井
　
洋
子

米
子
大
瀑
布
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
復
旧

は
未
定

経済建設

委
員
長
　
　

岡
田
　
宗
之

副
委
員
長
　

水
越
　
正
和

委
員
　
　
　

荒
井
　
一
彦

西
澤
え
み
子

竹
内
　
　
勉

石
合
　
　
敬

特
別
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

公
務
に
あ
る
人
が
何

か
あ
る
度
に
減
額
す
る
の

は
反
対
。
職
務
に
精
励
し
、

相
応
の
報
酬
、
給
料
と
捉

え
れ
ば
、
職
員
に
も
同
様

の
こ
と
を
言
っ
た
場
合
、

き
ち
ん
と
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す
る

の
が
本
来
の
努
め
で
あ
る

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
部
分

か
ら
い
け
ば
論
外
。

Ａ　

市
長
、
副
市
長
等
に

つ
い
て
は
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
審
議
を
経
て
決

定
さ
れ
た
報
酬
額
で
あ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

市
内
の
事
業
者
、
市
民
が

大
変
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

と
い
う
状
況
か
ら
、
政
治

的
に
決
断
し
申
し
出
を
し

た
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

都
市
計
画
税
条
例
の

�
一
部
改
正

Ｑ　

認
定
誘
導
事
業
者
と

は
ど
の
よ
う
な
業
者
か
。

Ａ　

国
等
が
認
め
た
業
者

が
該
当
す
る
。
例
え
ば
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
に

向
け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
立
て
た
業
者
。

Ｑ　

認
定
誘
導
事
業
者
に

係
る
特
例
を
削
る
と
あ
る

が
、
特
例
で
期
間
を
設
け

て
元
に
戻
る
と
言
う
こ
と

な
の
か
。
課
税
が
な
く
な

る
の
か
。

Ａ　

課
税
標
準
額
を
５
分

の
４
と
す
る
特
例
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
該

当
す
る
事
業
者
が
あ
れ
ば
、

通
常
通
り
課
税
を
行
う
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

Ｑ　

復
旧
の
目
途
は
。

Ａ　

今
年
度
は
復
旧
に
向

け
た
調
査
を
行
う
た
め
、

今
シ
ー
ズ
ン
中
の
道
路
復

旧
は
で
き
な
い
。

Ｑ　

行
き
止
ま
り
の
観
光

地
か
ら
、
通
過
で
き
る
観

光
地
と
す
る
よ
う
な
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

Ａ　

調
査
結
果
を
見
て
か

ら
判
断
す
る
。

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
取
得

Ｑ　

配
備
予
定
箇
所
は
。

Ａ　

峰
の
原
高
原
を
予

定
。

Ｑ　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
は
。

Ａ　

峰
の
原
は
、
峰
の

原
高
原
除
雪
組
合
に
委

託
し
、
そ
れ
以
外
は
直

営
班
１
班
と
建
設
会
社

11
社
へ
委
託
し
て
い
る
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

市
道
認
定

Ｑ　

敷
地
の
両
側
に
市
道

が
あ
る
場
合
、
新
規
道
路

建
設
の
際
は
市
道
と
市
道

を
結
ぶ
よ
う
に
指
導
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

そ
の
よ
う
に
指
導
は

し
て
い
る
が
、
分
譲
す
る

敷
地
面
積
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
開
発
業
者
が
同
意

し
な
い
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

Ｑ　

被
保
険
者
の
傷
病
手

当
金
の
支
給
額
は
。

Ａ　

直
近
の
継
続
し
た
３

カ
月
の
給
与
額
を
基
に
平

均
日
額
を
算
出
し
、
そ
の

３
分
の
２
相
当
額
と
な
る
。

Ｑ　

国
の
財
政
措
置
の
期

間
は
。

Ａ　

施
行
規
則
も
一
部
改

正
し
、
支
給
は
本
年
９
月

30
日
ま
で
と
な
る
。
そ
の

先
の
延
長
は
、
国
が
状
況

を
見
な
が
ら
の
判
断
に
な

る
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

市
立
博
物
館
大
規
模
改
修

等
工
事
請
負
契
約

Ｑ　

何
者
（
な
ん
し
ゃ
）

の
入
札
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　

５
者
。

Ｑ　

工
期
が
令
和
３
年
３

月
19
日
ま
で
だ
が
、
完
了

で
き
る
の
か
。

Ａ　

施
工
業
者
と
工
事
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
こ

の
工
程
を
目
指
し
て
進
め

て
い
く
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

旧
須
坂
青
年
の
家
建
物
等

解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約

Ｑ　

落
札
の
基
準
は
。

Ａ　

入
札
の
金
額
と
、
必

要
な
条
件
を
満
た
し
て
い

る
か
、
入
札
後
に
審
査
し

て
決
め
る
。

Ｑ　

入
札
参
加
の
６
者
と

も
市
内
業
者
か
。

Ａ　

市
内
に
本
店
、
ま
た

は
本
店
扱
い
認
定
事
業
者

が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

工
期
が
１
月
29
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
一
番

雪
が
多
い
時
だ
が
。

Ａ　

実
際
の
工
事
は
12
月

中
旬
予
定
で
、
残
り
は
書

類
の
整
理
等
を
１
カ
月
半

く
ら
い
み
て
い
る
。

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議
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須坂アートパーク歴史的建物園にて

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で

す
。
本
定
例
会
で
は
、
６
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
４
日
間
行
わ
れ
、
14
人
の

議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問 項 目

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

岡田　宗之　……………………………
●  新型コロナウイルスにおける諸課

題

酒井　和裕　……………………………
● 文化芸術を核としたまちづくりの

推進
● 防災体制の充実

浅井　洋子　……………………………
● 誰もが安心して暮らせるまちづく

り

宮本　泰也　……………………………
●  新型コロナウイルスによる「新し

い生活様式」への対応
●  子育て支援ほか
●  ３期目の代表監査委員としての基

本的姿勢

荒井　敏　………………………………
●  区への未加入者対策
●  コロナ禍での学校教育
●  台風 19 号災害復旧

牧　重信　………………………………
●  新型コロナウィルス感染症対策
●  須坂市の課題への一考察

荒井　一彦　……………………………
●  新型コロナウイルス感染症対策
●  農業農村の多面的機能支払交付金

事業

久保田　克彦　…………………………
●  新型コロナウイルス感染症から子

どもたちの健康を守り、学びを保
障するために

●  コロナ危機から市民のいのちと暮
らしを守るために

塩𥔎　貞夫　……………………………
●  地域の安心、安全なまちづくり

水越　正和　……………………………
●  学校教育の現場における新型コロ

ナウイルス対応
●  須坂経営継続応援商品券（プレミ

アム商品券）活用
●  臥竜山の松植林方法の考え方
●  須坂温泉の今後のあり方

竹内　勉　………………………………
●  新型コロナウイルス対策は自粛と

補償を一体で

堀内　章一　……………………………
●  須坂市行政
●  教育行政
●  安全安心な地域づくり

石合　敬　………………………………
●  現時点に於ける須坂市の緊急事項

佐藤　壽三郎　…………………………
●  今、市民のためにやらねばならぬ

ことを
●  今、市民のためにできることを
●  今、市民の命を守るために
●  災害発生時における避難所の感染

防止対策
●  インター周辺等開発

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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岡田 宗之 議員「災害・避難カード」
広報須坂７月号より切り取って使用

国
の
臨
時
交
付
金
に
よ
り
支
援
策
を
検
討

商
店
・
飲
食
店
の
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の 

�

諸
課
題

問　

第
２
波
を
見
据
え
て

の
対
策
は
。

副
市
長　

感
染
拡
大
傾
向

が
見
ら
れ
た
際
は
、
須
高

行
政
事
務
組
合
が
長
野
県

か
ら
業
務
を
受
託
し
、
須

高
地
域
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。

問　

避
難
場
所
や
避
難
所

の
運
営
に
ど
の
よ
う
な
感

染
予
防
対
策
を
行
う
の
か
。

副
市
長　

今
後
は
感
染
予

防
の
た
め
、
で
き
る
だ
け

施
設
を
多
く
開
設
し
、
人

と
人
と
の
距
離
を
２
ｍ
空

け
熱
中
症
に
考
慮
し
な
が

ら
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
や
定
期
的
に

換
気
を
し
、
ア
ル
コ
ー
ル

等
に
よ
る
消
毒
、
体
温
測

定
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
。

小
中
学
校
の
体
育
館
以
外

の
部
屋
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
学
校
長
と
協
議
中
で
、

地
域
公
民
館
と
も
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
る
。

問　

８
月
の
市
総
合
防
災

訓
練
時
に
体
育
館
で
実
際

に
避
難
所
の
設
営
を
し
て
、

感
染
予
防
対
策
の
問
題
点

や
課
題
を
見
つ
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

総
務
部
長　

市
災
害
対
策

本
部
で
避
難
所
運
営
な
ど

組
織
の
見
直
し
を
し
て
お

り
、
今
年
の
訓
練
で
は
体

育
館
で
避
難
所
の
設
営
訓

練
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
へ
の
支

援
は
。

副
市
長　
「
生
活
福
祉
資

金
」
の
「
総
合
支
援
金
・

緊
急
小
口
資
金
」
は
無
利

子
・
保
証
人
不
要
の
貸
付

支
援
。
な
お
、
国
で
は
償

還
時
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
所
得
の
減
少
が
続
く

場
合
に
は
償
還
を
免
除
。

「
住
居
確
保
給
付
金
」
は

対
象
者
を
拡
大
し
て
支
援
。

問　

事
業
者
へ
の
支
援
は
。

副
市
長　
「
経
営
安
定
資

金
」
で
は
運
転
資
金
の
貸

付
利
率
を
引
下
げ
、「
緊
急

借
換
資
金
」
の
両
資
金
と

も
に
保
証
料
負
担
や
当
初

１
年
間
の
利
子
補
給
を
行

う
。「
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
応
援
補
助
金
」
で
は
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
て
共
同
で

インター周辺開発の道

路整備について、

長野県知事へ要望活動

をしてきました

取
り
組
む
新
し
い
事
業
に
要

す
る
費
用
の
補
助
。「
対
応

型
地
域
活
力
創
出
事
業
等

補
助
金
」
な
ど
の
支
援
策

に
よ
り
、
事
業
者
に
対
し
て

側
面
的
に
支
援
し
て
い
る
。

問　

外
出
自
粛
や
営
業
自

粛
に
よ
り
商
店
や
飲
食
店
、

特
に
飲
食
店
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
市
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
や

割
引
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
、

ま
た
電
子
決
済
の
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
を
活
用
し
た
ポ
イ

ン
ト
還
元
な
ど
考
え
ら
れ

る
が
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
支
援
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

国
の
臨
時
交
付

金
を
確
認
す
る
中
で
研
究

し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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酒井 和裕 議員

クリスタルガラスにダイヤモンドペンで点刻した作品

昨年の災害を受け全面改定する
地域防災計画は

問　

地
域
防
災
計
画
を
ど

の
よ
う
に
見
直
し
て
い
く

の
か
。

総
務
部
長　

今
年
度
、
全

面
改
定
す
る
地
域
防
災
計

画
に
は
、
昨
年
の
台
風
19

号
災
害
を
受
け
て
行
っ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
職
員
か
ら
の
反
省
事
項

を
反
映
す
る
。
ま
た
、
市

の
断
層
及
び
災
害
時
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
の
対
応
を

盛
り
込
み
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
を
し
っ

か
り
と
捉
え
た
う
え
で
、

業
務
継
続
計
画
、
受
援
計

画
の
改
定
、
整
備
を
進
め

て
い
く
。

問　

新
・
地
域
見
守
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

内
容
は
。

総
務
部
長　

在
宅
の
寝
た

き
り
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
の
災
害
時
の
避
難
支

援
や
日
頃
か
ら
の
見
守
り

の
体
制
づ
く
り
を
区
長
・

民
生
児
童
委
員
・
消
防
団

員
・
赤
十
字
奉
仕
団
員
・

保
健
補
導
員
・
近
隣
者
を

含
め
支
援
担
当
を
決
め
、

組
織
表
を
作
成
し
、
併
せ

て
、
町
の
危
険
個
所
や
避

難
場
所
、
災
害
時
に
役
立

つ
人
材
や
資
材
な
ど
を
地

図
上
に
書
き
込
ん
だ
地
域

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
も
行

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

災
害
時
に
高
齢
者
等

が
避
難
場
所
ま
で
、
歩
行

し
て
た
ど
り
着
け
る
経
路

を
３
分
ご
と
に
色
分
け
し
、

避
難
方
向
を
図
示
し
た
、

災
害
か
ら
命
を
守
る
逃
げ

地
図
づ
く
り
の
作
成
は
。

総
務
部
長　

市
で
は
公
開

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
）
の
構
築
を
行
っ

て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
地
理

的
位
置
を
手
掛
か
り
に
位

置
に
関
す
る
情
報
を
持
っ

た
デ
ー
タ
を
加
工
し
、
視

覚
的
に
表
示
し
、
高
度
な

合
併
や
迅
速
な
判
断
を
可

能
に
す
る
技
術
で
、防
災
・

減
災
へ
の
対
応
と
し
て
い

る
。
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
、

市
民
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

と
し
て
公
開
予
定
で
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
情
報
を
活
用
で
き
る

逃
げ
地
図
の
活
用
も
可
能

と
考
え
て
い
る
。

文
化
芸
術
活
動

問　

須
坂
に
眠
っ
て
い
る

芸
術
に
優
れ
た
方
を
ど
の

よ
う
に
掘
り
起

こ
し
て
い
く
の

か
。

社
会
共
創
部
長

　

３
月
16
日
～

30
日
ま
で
の
15

日
間
で
９
０
０

名
近
い
方
が
笠

鉾
会
館
を
訪
れ

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
ポ
イ
ン
ト

ア
ー
ト
を
制
作

さ
れ
た
南
原
町

の
小
山
弘
道
様

の
作
品
展
は
大

変
素
晴
ら
し
く
好
評
で
あ

っ
た
。
市
内
に
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
等
、
展
示
や

公
演
が
で
き
る
施
設
が
あ

り
、
利
用
が
進
む
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
し
、
優
れ
た
方
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
。

問　

須
坂
の
名
所
等
を
案

内
す
る
子
ど
も
学
芸
員
を

募
っ
て
は
。

社
会
共
創
部
長　

現
状
で

は
大
変
困
難
で
あ
る
。

昨年は台風19号、今年

は新型コロナウイルス、

早く終息し、

災害等のない一年であ

りますように

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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浅井 洋子 議員抗体検査で安心を見える化できます

地
域
活
性
化
事
業
の
補
助
金
は
足
り
る
の
か

６
月
議
会
で
不
足
分
の
補
正
予
算
計
上

問　
「
地
域
活
性
化
事
業
」

の
応
募
状
況
は
。
ま
た
、

応
募
の
内
容
は
ど
う
か
。

副
市
長　

６
月
19
日
現
在

で
１
０
０
件
の
相
談
が
あ

り
、
既
に
74
件
の
申
請
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
申

請
内
容
は
、
店
内
改
装
、

試
作
品
開
発
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
、
感
染
防
止
・

保
冷
に
よ
る
商
品
の
品
質

管
理
、
エ
コ
活
動
を
目
的

と
し
た
エ
コ
バ
ッ
ク
の
作

成
等
。

問　

多
く
の
事
業
者
が
申

請
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

予
算
は
足
り
る
の
か
。

副
市
長　

予
算
現
額
は
４

千
万
円
だ
が
、
不
足
額
の

２
千
３
２
０
万
円
程
を
６

月
議
会
で
補
正
計
上
し
た

い
。

学
校
生
活
や
コ
ロ
ナ
第
２

波
へ
の
対
応
は

問　

マ
ス
ク
は
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
、
皮
膚
ト

ラ
ブ
ル
の
心
配
も
あ
る
が

適
切
に
使
い
分
け
る
寛
容

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

副
市
長　

熱
中
症
の
危
険

が
高
い
場
合
は
、
換
気
や

人
と
の
距
離
を
十
分
保
ち

な
が
ら
マ
ス
ク
を
外
す
。

現
場
で
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
。

問　

修
学
旅
行
や
運
動
会

等
の
学
校
行
事
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

副
市
長　

修
学
旅
行
は
２

学
期
に
延
期
し
て
実
施
。

感
染
予
防
に
つ
い
て
は
旅

行
会
社
と
打
合
せ
中
。
運

動
会
等
は
来
賓
席
を
設
け

ず
開
催
す
る
等
の
対
策
を

考
え
る
。

問　

今
後
第
２
波
、
第
３

波
が
き
た
時
に
は
ま
た
休

校
す
る
の
か
。

副
市
長　

学
校
の
臨
時
休

業
に
つ
い
て
は
、
文
科
省

が
示
し
た
「
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
判
断
の
ポ

イ
ン
ト
が
示
さ
れ
る
。

感
染
防
止
を
し
な
が
ら
経

済
・
社
会
活
動
を
正
常
化

問　

特
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
が
取
れ
な
い

職
業
に
就
い
て
い
る
方
は
、

感
染
拡
大
の
心
配
を
し
な

が
ら
も
仕
事
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

少
し
で
も
安
心
し
て
働
く

事
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

プ
ロ
野
球
選
手
は
開
幕
前

に
安
心
し
て
試
合
に
臨
め

る
よ
う
に
抗
体
検
査
を
実

施
し
た
。
厚
労
省
は
地
域

ご
と
の
感
染
の
広
が
り
を

み
る
た
め
に
抗
体
検
査
を

行
っ
た
。
一
部
企
業
や
団

体
で
も
従
業
員
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。
少
し
で

も
安
心
し
て
働
い
て
も
ら

う
た
め
だ
。
市
民
に
安
全

を
提
供
す
る
こ
と
が
政
治

の
務
め
。
抗
体
検
査
は
安

心
の
目
安
と
な
る
の
で
行

っ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

抗
体
が

あ
れ
ば
感
染
し
な
い
か
実

証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
感

染
し
な
い
保
証
は
な
い
。

法
律
上
の
承
認
を
得
た
も

の
で
な
い
の
で
、
実
施
し

な
い
。

社会の安心が経済を動

かす。

頑張っている人に目配

りのできる政治が必要

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会



第 162 号　令和 2 年 8 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
11

子育て支援センター移設が検討されているシルキービル1階

宮本 泰也 議員

今年度中に結論
新子育て支援センターは

「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ

の
対
応

問　

大
量
消
費
、
観
光
、

外
食
よ
り
も
生
き
方
の
質

へ
の
転
換
を
す
べ
き
。

市
長　

飲
食
や
観
光
を
生

業
と
し
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
る
。
感
染
症
対
策

を
し
つ
つ
経
済
活
動
を
支

援
し
、
地
域
経
済
を
復
活

さ
せ
た
い
。

問　

宿
泊
応
援
支
援
金
４

千
円
は
主
に
須
坂
市
民
が

市
内
の
宿
泊
に
出
し
て
い

る
が
、
使
い
勝
手
が
悪
い
。

市
外
の
人
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
改
善
さ
れ
た
い
。

産
業
振
興
部
長　

検
討
す

る
。

問　

３
密
を
防
ぐ
た
め
市

税
や
申
請
な
ど
行
政
の
ネ

ッ
ト
化
を
。

総
務
部
長　

感
染
防
止
の

点
か
ら
重
要
な
取
り
組
み

だ
。
ま
ず
は
簡
易
な
方
法

で
、
他
自
治
体
の
動
向
、

費
用
対
効
果
な
ど
勘
案
し
、

適
切
に
判
断
す
る
。

問　

小
中
高
の
一
斉
休
校

に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

良
い
こ
と
は
取
り
入
れ
、

第
２
波
第
３
波
に
備
え
る

べ
き
だ
。

教
育
長　

調
査
を
行
う
。

問　

観
光
業
は
厳
し
い
。

須
坂
温
泉
も
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
。
こ
の
際
、
市
政

全
般
に
わ
た
り
、
施
設
、

各
種
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
事
業
を
見
直
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長　

新
し
い
生
活

様
式
を
意
識
し
つ
つ
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
や
集
約
、
縮

小
等
も
視
野
に
入
れ
、
効

果
的
な
開
催
、
運
営
を
工

夫
。

問　

コ
ロ
ナ
対
策
で
㈱
古

城
荘
家
賃
を
減
免
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
須
坂
温
泉

㈱
へ
の
市
貸
付
金
の
う
ち

今
年
度
返
済
分
約
４
０
０

万
円
は
返
還
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

頂
く
予

定
。

子
育
て
支
援

問　

現
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
は
。

教
育
次
長　

移
動
式
エ
ア

コ
ン
は
６
月
下
旬
に
設
置

で
き
る
。
ト
イ
レ
の
改
修

は
、
夏
休
み
明
け
を
予
定
。

問　

新
し
い
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
検
討
状
況
は
。

教
育
次
長　

庁
内
関
係
課

で
複
合
施
設
も
視
野
に
入

れ
、
既
存
の
公
共
施
設
・

商
業
施
設
等
の
空
き
店
舗
、

市
有
地
で
の
新
築
等
検
討

し
て
い
る
。
今

年
度
中
に
管
理

運
営
方
法
も
含

め
、
結
論
を
出

す
。

問　

一
部
の
職

員
だ
け
で
利
用

者
を
入
れ
て
い

な
い
の
は
お
か

し
い
。
決
め
て

か
ら
唐
突
に
議

会
へ
出
す
か
ら

軋
轢
が
出
て
い

る
。
オ
ー
プ
ン

に
す
べ
き
だ
。

教
育
次
長　

よ

く
検
討
し
相
談

し
た
い
。

問　

保
育
士
の

正
規
化
率
は
４
分
の
１
程

度
だ
。
保
育
士
の
人
材
確

保
に
努
め
る
べ
き
だ
。

教
育
次
長　

正
規
保
育
士

は
、
減
員
と
な
ら
な
い
採

用
計
画
を
立
て
る
。
非
正

規
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

確
保
に
努
め
る
。

先が見えない新コロナ
対策！
新しい価値観で地域の
再生を

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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荒井　敏 議員

千曲川越水で削られた北相之島の堤防復旧箇所

区
未
加
入
者
の
ゴ
ミ
出
し
は

管
理
協
力
費
を
い
た
だ
く
区
も
あ
る

区
未
加
入
者
問
題

問　

区
未
加
入
者
の
ゴ
ミ

出
し
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
か
。

市
長　

区
未
加
入
者
の
ゴ

ミ
出
し
問
題
で
は
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す

る
協
力
費
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る
と

し
て
い
る
区
が
あ
る
。
参

考
に
し
て
は
い
か
が
か
。

問　

生
活
困
窮
者
の
区
費

減
免
規
定
の
制
度
が
あ
る

区
は
ど
の
位
か
。
ま
た
こ

の
制
度
の
普
及
を
各
町
に

呼
び
掛
け
て
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
内
24

町
の
区
（
34
・
８
％
）
で

採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

制
度
の
普
及
は
区
長
会
等

の
機
会
を
捉
え
て
周
知
に

努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
教
育

問　

授
業
時
間
数
不
足
は
、

夏
休
み
の
短
縮
及
び
学
校

行
事
の
見
直
し
や
短
縮
の

み
で
解
決
で
き
る
の
か
。

運
動
会
の
中
止
も
あ
る
の

か
。

教
育
長　

何
と
か
め
ど
が

つ
く
。
運
動
会
の
中
止
を

考
え
て
い
る
学
校
は
な
い
。

来
賓
者
の
縮
小
や
、
時
間

の
短
縮
、
保
護
者
の
見
学

す
る
間
隔
を
空
け
る
等
の

工
夫
を
す
る
。

問　

全
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
議
会
に
補
正

予
算
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
民
間
企
業
で

も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
取

り
入
れ
、
パ
ソ
コ
ン
需
要

が
増
え
て
い
る
状
況
下
で
、

今
年
度
中
に
設
置
完
了
で

き
る
の
か
。

教
育
長　

国
の
２
０
２
０

年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
、

２
０
２
３
年
度
ま
で
の
実

現
を
目
指
し
て
い
た
１
人

１
台
端
末
整
備
が
今
年
度

中
に
前
倒
し
さ
れ
る
。
国

も
メ
ー
カ
ー
側
へ
協
力
を

依
頼
し
て
お
り
、
７
月
下

旬
に
は
契
約
で
き
る
運
び

で
、
通
常
な
ら
２
カ
月
程

度
で
納
品
さ
れ
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
る
現
時
点
で

は
、
納
期
の
見
込
み
は
読

め
な
い
。

台
風
19
号
災
害
復
旧

問　

千
曲
川
左
岸
長
野
市

側
の
村
山
橋
か
ら
小
布
施

橋
ま
で
の
堤
防
上
の
道
路

区費で払う町の防犯灯電
気代。
市の負担にすれば区加入
者も未加入者も公平の負
担になる

を
、
２
車
線
の
県
道
に
す

る
計
画
を
長
野
建
設
事
務

所
が
し
て
い
る
と
、
信
毎

で
報
道
が
あ
っ
た
。

　

県
道
に
す
る
と
、
ど
の

位
堤
防
高
が
高
く
な
る
の

か
。
黙
っ
て
見
て
い
て
よ

い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

県
道

と
し
て
整
備
さ
れ
れ
ば
約

30
㎝
高
く
な
る
が
、
そ
う

な
る
時
は
須
坂
市
側
も
同

じ
高
さ
に
し
て
い
た
だ
く

よ
う
関
係
機
関
へ
申
し
入

れ
し
て
い
く
。

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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牧　重信 議員
新型コロナ対策も充実している信州医療センター

市長自ら巡回し、情報を伝えた

感染症対策は十分か

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

問　

中
小
企
業
者
へ
の
融

資
は
。

市
長　

中
小
企
業
者
の
資

金
繰
り
を
支
援
す
る
「
経

営
安
定
資
金
」
の
特
例
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

６
月
16
日
現
在
74
件
、
10

億
４
千
７
４
０
万
円
の
融

資
額
で
あ
る
。

問　

市
独
自
の
緊
急
借
換

資
金
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

６
月
16
日
現
在
10

件
、
６
千
４
３
０
万
円
の

融
資
額
で
あ
る
。

問　

徴
収
の
猶
予
を
受
け

て
い
る
件
数
は
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
、
納
期
限
内
の

納
付
が
難
し
い
と
い
う
相

談
が
６
月
16
日
現
在
21
件

あ
り
、
う
ち
９
件
か
ら
申

請
書
が
提
出
さ
れ
、
承
認

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

市
県
民
税
、
国
保
税
の
相

談
が
あ
り
、
13
件
の
申
請

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

須
坂
市
の
課
題
へ
の�

 
�

一
考
察

問　

組
織
の
体
制
強
化
と

専
門
人
材
の
増
員
の
取
組

み
は
。

委託事業が多くなれば

なるほど、行政も経営

者であらねば

市
長　

組
織
の
基
本
は
人

で
あ
り
、
人
を
組
織
の
財

産
と
し
て
捉
え
、
人
材
を

育
て
活
躍
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
組
織
を
活

性
化
さ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
。
今
後
も

適
材
適
所
の
人
材
を
配
置

し
て
い
く
。

問　

財
政
運
営
を
良
好
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。

市
長　

市
税
収
入
の
増
加

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ

の
増
加
策
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
の
推
進
や

企
業
誘
致
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
更
な
る
推
進
の
ほ

か
、
子
育
て
支
援
や
子
育

て
環
境
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
短
期
的

に
は
歳
出
の
削
減
が
重
要

と
な
る
。

意
見　

行
財
政
改
革
を
着

実
に
実
行
す
る
た
め
に
は
、

一
朝
一
夕
に
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今

か
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
行
政
の
す
べ
て

の
事
業
を
見
直
し
、
民
間

へ
の
委
託
が
で
き
る
も
の

は
委
譲
し
、
社
協
や
各
町

区
の
協
力
等
の
連
携
で
、

事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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荒井 一彦 議員草刈が必要な長距離の電気柵

多
く
の
地
域
で
活
用
し
て
い
る

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
現
状
は

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業

問　

制
度
開
始
か
ら
既
に

６
年
が
経
過
す
る
中
で
、

現
在
ま
で
の
交
付
金
の
現

状
は
。

産
業
振
興
部
長　

交
付
金

創
設
の
平
成
26
年
度
は
２

組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
30
年
度
に
は
14
組
織
で

約
１
千
98 

ha
の
活
動
面
積

で
あ
っ
た
。
令
和
２
年
現

在
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
組
織
は
11
組
織
で
、
対

象
面
積
は
約
９
７
６
ha
、

市
内
農
振
農
用
地
の
約
48

％
の
カ
バ
ー
率
で
あ
る
。

交
付
金
の
単
価
は
最
大
で

10
ａ
あ
た
り
、
田
で
９
千

２
０
０
円
、
畑
で
５
千
80

円
、
令
和
元
年
度
の
実
績

で
は
、
一
番
大
き
な
組
織

の
単
年
度
の
交
付
金
は
約

１
千
５
２
３
万
円
、
市
全

体
の
１
活
動
組
織
の
平
均

交
付
金
は
約
３
７
３
万
円
。

組
織
の
形
態
は
、
区
主
体

組
織
が
９
つ
、
土
地
改
良

区
主
体
組
織
が
２
つ
で
あ

る
。
活
動
内
容
は
、
水
路

の
草
刈
清
掃
、
電
気
柵
の

点
検
管
理
、
遊
休
農
地
の

保
全
、
花
壇
整
備
、
水
利

施
設
の
保
全
管
理
、
災
害

復
旧
な
ど
。

問　

平
成
30
年
度
で
一
期

目
５
年
の
活
動
期
間
が
終

了
し
、
そ
の
後
、
二
期
目

の
活
動
組
織
の
継
続
数
の

変
化
は
。
ま
た
そ
の
理
由

は
。

産
業
振
興
部
長　

平
成
30

年
度
を
最
終
年
に
継
続
し

な
い
組
織
が
２
つ
、
令
和

元
年
を
最
終
年
に
継
続
し

な
い
組
織
が
１
つ
。

継
続
し
な
い
原
因
は
、
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
が

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
、
事

務
が
煩
雑
か
つ
膨
大
で
片

手
間
に
で
き
る
量
で
は
な

い
等
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

問　

市
職
員
の
感
染
予
防

対
策
は
。

総
務
部
長　

庁
舎
入
口
に

消
毒
液
を
設
置
し
、
会
議

室
は
机
と
椅
子
の
消
毒
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

毎
朝
、
階
段
の
手
す
り
消

毒
、
定
時
に
換
気
の
徹
底
、

飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
各

窓
口
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

テ
ン
な
ど
を
設
置
し
た
。

各
職
場
で
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
大
き
く
低
下
し
な

い
範
囲
で
、
各
職
場
の
勤

務
職
員
数
が
通
常
時
の
５

割
以
上
減
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
職
員
の
交
代
制

や
在
宅
勤
務
の
導
入
、
空

き
会
議
室
の
利
用
、
週
休

日
や
休
日
振
替
、
休
暇
活

用
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

集
団
感
染
対
策
は
。

総
務
部
長　

集
団
感
染
発

生
時
に
は
、
保
健
所
等
の

関
係
機
関
と
協
力
し
、
感

染
経
路
の
特
定
と
消
毒
を

行
い
、
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
時
用
の
「
須
坂
市
業
務

継
続
計
画
」
を
基
本
に
対

応
し
、
市
民
の
生
命
財
産

を
保
護
し
、
市
民
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
。

須坂市の感染者０、

死亡者０、市民の努力

で継続を

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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久保田 克彦 議員

中学校20人学級の教室

休校中も実施とみなし４・５月分支給
就学援助家庭に溯って給食費補助を

感
染
防
止
と
手
厚
い
教
育

の
た
め
少
人
数
学
級
を

問　

教
室
で
身
体
的
距
離

は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

１
ｍ
の
基
準

は
目
安
で
あ
り
、
換
気
と

合
わ
せ
柔
軟
に
対
応
す
る
。

問　

30
人
を
超
え
る
教
室

は
小
・
中
学
校
に
何
ク
ラ

ス
あ
る
の
か
。

教
育
次
長　

資
料
が
な
い
。

問　

例
え
ば
小
６
で
６
、

中
３
で
も
６
ク
ラ
ス
あ
る
。

少
人
数
学
級
の
方
針
は
な

い
の
か
。
な
ぜ
教
室
は
例

外
が
許
さ
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

感
染
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
た
場
合
に
は
、

臨
時
に
教
室
を
分
け
る
。

問　

換
気
し
な
が
ら
の
エ

ア
コ
ン
の
温
度
調
節
は
教

室
ご
と
臨
機
応
変
に
。

教
育
次
長　

熱
中
症
対
応

を
優
先
し
現
場
の
判
断
で
。

問　
「
息
苦
し
い
時
は
自

分
で
マ
ス
ク
を
外
し
て
い

い
ん
だ
よ
」
と
、
指
導
は

徹
底
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

情
報
は
速
や

か
に
学
校
に
伝
え
て
い
る
。

問　

利
用
可
能
な
手
洗
い

場
（
蛇
口
）
が
不
足
で
は
。

教
育
次
長　

足
り
な
い
と

い
う
声
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　

教
職
員
の
負
担
軽
減

は
急
務
だ
。
消
毒
作
業
な

ど
人
員
の
臨
時
配
置
を
。

教
育
次
長　

県
の
職
員
等

の
追
加
配
置
事
業
を
各
校

で
活
用
し
て
い
く
。

問　

休
校
に
よ
る
学
習
の

遅
れ
と
そ
の
対
策
は
。

教
育
次
長　

昨
年
度
の
未

学
習
分
は
６
月
で
終
了
、

今
年
の
遅
れ
は
、
夏
休
み

の
縮
小
や
行
事
の
見
直
し

で
授
業
時
数
を
確
保
し
た
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
負
担

が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う

学
校
現
場
の
創
意
工
夫
を

保
障
し
尊
重
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

学
校
で
の
学
び

の
時
間
と
は
何
か
、
議
論

し
直
す
時
に
き
て
い
る
。

問　

家
計
急
変
世
帯
に
対

す
る
就
学
援
助
は
、
月
の

減
収
で
判
断
す
る
な
ど
認

定
基
準
を
示
し
て
周
知
を
。

教
育
次
長　

丁
寧
な
対
応

を
進
め
、
事
由
発
生
時
に

遡
っ
て
認
定
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

問　
「
お
困
り
の
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
設
置
を
。

副
市
長　

各
部
課
が
機
動

的
に
対
応
し
て
い
る
。
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

生
活
保
護
の
運
用
を

緩
和
し
判
定
等
速
や
か
に
。

健
康
福
祉
部
長　

わ
か
り

や
す
く
呼
び
か
け
を
行
う
。

問　

コ
ロ
ナ
危
機
の
対
策

部
署
等
の
職
員
の
健
康
保

持
と
体
制
の
増
員
を
。

市
長　

適
切
に
対
応
す
る
。

問　

国
保
税
や
介
護
保
険

料
減
免
の
周
知
を
丁
寧
に
。

総
務
部
長　

減
税
に
関
す

る
チ
ラ
シ
を
送
付
す
る
。

問　

水
道
料
金
の
相
談
は
。

水
道
局
長　

相
談
者
に
は

猶
予
・
分
納
で
対
応
し
た
。

問　

国
の
２
次
補
正
で
水

道
料
金
減
免
を
選
択
肢
に
。

副
市
長　

検
討
し
て
い
く
。

えっ！文科省が
20人学級に予算。
特定警戒８県の小６と
中３のみ。少人数学級
実現へ世論を

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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塩﨑 貞夫 議員

災害現場で、市民のために活動する消防団員

消
防
団
員
確
保
に
支
援
を

最
善
の
方
法
を
探
す市

長　

市
民
か
ら
は
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

団
員
の
勧
誘
に
際
し
て
は
、

家
族
や
市
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
必
要
で
、
消
防

団
活
動
を
し
た
メ
リ
ッ
ト

な
ど
、
具
体
的
な
こ
と
を

伝
え
る
チ
ラ
シ
を
作
成
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

教
育
長　

小
中
学
校
の
卒

業
式
や
入
学
式
に
、
消
防

団
の
制
服
で
来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
る
意
味
を
含
め
、

消
防
団
の
重
要
な
役
目
を

防
災
教
育
に
生
か
し
、
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
実
施

し
て
い
き
た
い
。

問　

団
員
確
保
の
上
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
障
害

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長　

分
団
に
聞
き
取

り
し
て
い
る
途
中
だ
が
、

飲
酒
の
回
数
が
多
い
、
ポ

ン
プ
操
法
の
訓
練
が
き
つ

い
、
勧
誘
に
行
っ
て
も
本

人
に
会
え
な
い
な
ど
が
問

題
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

団
員
の
確
保
対
策
は

消
防
団
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
市
と
し
て
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

問　

消
防
団
の
現
状
で
、

何
が
問
題
と
な
っ
て
、
あ

り
か
た
検
討
会
を
開
催
し

て
い
る
の
か
。

消
防
長　

消
防
団
へ
の
入

団
が
進
ま
ず
、
機
能
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

問　

あ
り
方
検
討
会
で
主

に
検
討
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
。

消
防
長　

役
員
の
任
期
、

機
能
別
消
防
団
の
導
入
、

組
織
編
成
の
見
直
し
の
三

点
を
中
心
に
多
角
的
に
研

究
検
討
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

問　

女
性
消
防
団
員
の
入

団
も
大
き
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
活

動
状
況
を
具
体
的
に
示
し

て
の
勧
誘
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。

消
防
長　

女
性
な
ら
で
は

の
活
動
で
、
戸
別
巡
回
や

災
害
現
場
で
の
応
急
手
当

な
ど
、
ま
た
、
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
や
音
楽
隊
へ
の
参

加
に
よ
る
活
動
な
ど
、
そ

の
所
属
も
含
め
あ
り
方
検

討
会
で
研
究
し
た
い
。

問　

消
防
団
幹
部
に
対
し

そ
の
引
き
受
け
手
が
見
つ

か
ら
な
い
と
も
聞
く
。
主

な
原
因
は
何
か
。

消
防
長　

負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
で
家
族
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
、

職
場
の
状
況
か
ら
受
け
ら

れ
な
い
な
ど
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

問　

消
防
団
員
と
そ
う
で

な
い
人
達
の
間
で
、
市
民

と
し
て
の
分
断
が
起
き
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
い
か
が
か
。

市
長　

入
団
を
強
制
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
消

防
団
の
意
見
を
尊
重
し
、

最
善
の
方
法
を
し
っ
か
り

検
討
す
る
。
ま
た
、
消
防

団
の
活
動
を
、
市
民
に
具

体
的
に
伝
え
て
団
員
確
保

を
進
め
て
い
き
た
い
。

「地域防災の中核」である
消防団が困っている

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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水越 正和 議員

須坂経営継続応援商品券

関係グループと話し合いをする
須坂経営継続応援商品券に助成を

問　

市
が
プ
レ
ミ
ア
ム
分

を
負
担
し
て
販
売
促
進
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　

店
舗
に

よ
っ
て
切
り
離
し
て
サ
ー

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
で
外
出
が
制
限

さ
れ
て
小
売
店
や
飲
食
店

が
疲
弊
す
る
中
、
商
連
有

志
が
中
心
と
な
っ
て
始
め

た
商
品
券
販
売
が
軌
道
に

乗
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
そ
の
原
因
は
、
発

売
す
る
商
店
が
プ
レ
ミ
ア

ム
分
を
負
担
す
る
点
と
、

販
売
店
で
の
み
使
用
が
可

能
と
言
う
限
定
性
に
あ
る
。

市
は
ど
の
程
度
関
わ
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

商
連
や
、

飲
食
店
組
合
等
関
係
者
を

交
え
て
当
初
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
。
今
は
、
台
紙
の

発
行
と
取
扱
店
の
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
及
び
広

報
を
行
っ
て
い
る
。

ビ
ス
券
と
し
て
使
用
す
る

例
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を

販
売
店
が
負
担
し
て
商
品

券
と
す
る
例
等
そ
の
扱
い

方
が
異
な
る
た
め
、
ま

た
導
入
に
当
た

っ
て
自
己
負
担

を
承
知
の
上
で

参
加
し
て
い
る

こ
と
も
勘
案
し
、

プ
レ
ミ
ア
ム
分

を
市
が
負
担
す

る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

国
の
二
次

補
正
で
コ
ロ
ナ

関
連
の
対
策
事

業
に
使
え
る
お

金
が
配
分
さ
れ

る
。
そ
の
一
部

を
原
資
に
し
た

ら
ど
う
か
。

市
長　

検
討
は
し
た
い
が
、

支
援
は
困
難
だ
。
た
だ
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
グ
ル

ー
プ
の
人
々
を
交
え
て
話

し
合
い
を
持
ち
た
い
。

問　
（
他
の
件
名
の
一
般

質
問
の
中
で
須
坂
温
泉
の

地
場
産
品
の
直
売
所
に
二

次
補
正
の
予
算
を
使
っ
て

ク
ー
ラ
ー
を
新
設
す
る
と

の
話
が
出
た
の
を
受
け

て
）
商
品
券
を
取
り
扱
う

48
店
舗
と
直
売
所
と
の
対

応
の
し
方
が
違
い
す
ぎ
な

い
か
。

市
長　

商
品
券
を
支
援
す

る
方
法
が
無
か
っ
た
。
妙

案
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
も

ら
い
た
い
。
グ
ル
ー
プ
の

人
と
は
話
し
合
っ
て
対
応

し
た
い
。

問　

販
売
店
以
外
で
の
使

用
を
可
能
に
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　

前
年
度

実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
時
の
よ
う
に
、
特

定
の
店
舗
だ
け
に
集
中
し

各
店
へ
の
売
り
上
げ
増
に

よ
る
応
援
が
行
き
わ
た
ら

な
く
な
る
。
市
内
の
小
売

店
や
飲
食
店
を
応
援
し
た

い
と
の
思
い
を
商
品
券
購

入
と
言
う
行
動
で
示
し
て

も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

※　

須
坂
温
泉
の
直
売
所

へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
件

は
、
市
長
の
記
憶
違
い
で
、

す
で
に
設
置
済
み
と
翌
日

の
議
会
で
前
日
の
答
弁
を

訂
正
。

台風 19号でも
須坂温泉、
コロナウイルスでも
須坂温泉

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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竹内　勉 議員

家賃支援給付金の申請サポート中
（須坂商工会議所）

さ
ら
な
る
経
済
対
策
が
必
要
で
は

支
援
方
法
を
検
討
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

は
自
粛
と
補
償
を
一
体
で

問　

観
光
・
宿
泊
、
飲
食
、

小
売
、
運
送
、
建
設
や
個

人
事
業
者
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
仕
事
や
暮
ら

し
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。

　

困
っ
て
い
る
人
に
対
し

て
確
実
な
支
援
を
す
る
た

め
に
も
、
実
態
を
正
確
に

掴
む
こ
と
が
必
要
だ
。

産
業
振
興
部
長　

情
報
は

し
っ
か
り
と
収
集
し
て
市

民
に
知
ら
せ
て
い
く
。

問　

第
２
波
に
備
え
て
自

粛
は
避
け
ら
れ
な
い
。
一

層
の
経
済
対
策
が
必
要
だ
。

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
時
、

多
く
の
事
業
者
が
無
く
な

っ
て
い
た
で
は
経
済
復
興

は
あ
り
え
な
い
。

　

収
入
減
が
前
年
比
50
％

未
満
の
事
業
者
、
収
入
が

減
っ
た
人
へ
の
給
付
等
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

や
財
政
調
整
基
金
等
の
活

用
で
、
給
付
金
支
給
を
中

心
と
す
る
支
援
を
検
討
す

べ
き
だ
。

副
市
長　

国
の
臨
時
交
付

金
等
を
活
用
す
る
。
本
当

に
困
っ
て
い
る
人
や
、
持

続
的
に
経
済
回
復
に
結
び

つ
く
方
法
を
検
討
す
る
。

問　

臨
時
交
付
金
は
い
く

ら
来
る
の
か
。

副
市
長　

第
２
次
補
正
で

５
億
６
千
７
０
０
万
円
程
。

　

内
訳
は
家
賃
支
援
を
含

む
事
業
継
続
や
雇
用
維
持

等
へ
の
対
応
分
１
億
９
千

万
円
程
。

　

新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
地
域
経
済
活
性
化

等
の
対
応
分
３
億
７
千
７

０
０
万
円
程
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
で
感

染
の
不
安
解
消
を

問　

医
療
、
介
護
・
福
祉
、

教
職
員
、
市
役
所
職
員
は

全
員
検
査
す
る
。
主
な
企

業
等
は
任
意
で
行
政
が
財

政
支
援
も
し
て
全
員
検
査

を
す
る
こ
と
が
必
要
。

　

須
高
管
内
で
の
検
査
セ

ン
タ
ー
設
置
準
備
は
で
き

て
い
る
と
の
こ
と
。
県
に

強
力
に
要
望
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健

福
祉
事
務
所
と
連
絡
を
取

っ
て
、
調
整
し
な
が
ら
や

っ
て
い
る
。

問　

感
染
の
不
安
解
消
の

た
め
、
多
く
の
人
達
の
検

査
は
今
現
在
考
え
て
い
な

い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

長
野
県

は
感
染
者
が
少
な
い
。
そ

の
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
県

の
指
示
を
仰
ぎ
検
討
す
る
。

公
共
施
設
等
の
使
用
者
名

簿
提
出
は
止
め
る
べ
き

問　

名
簿
提
出
は
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

と
の
関
わ
り
で
も
問
題
。

名
簿
提
出
は
行
き
過
ぎ
で

は
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長　

強
制
で

は
な
く
、
理
解
を
得
て
提

出
し
て
も
ら
う
。

コロナ、台風、豪雨、

暮らしが大変なのは個

人責任じゃない。

こんな時こそ政治の出

番！

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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堀内 章一 議員
新型コロナを防ぐ新しい生活様式

就学援助費受給家庭に支給
休業中の学校給食費の支給は

教
育
行
政

問　

臨
時
休
業
期
間
中
の
、

児
童
生
徒
に
対
す
る
給
食

費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

文
科
省
で
は
就
学
援
助
に

含
ま
れ
る
給
食
費
相
当
額

を
支
給
す
る
事
例
を
紹
介

し
周
知
し
て
い
る
が
、
市

の
対
応
は
。

教
育
長　

例
外
的
に
学
校

給
食
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

と
み
な
し
、
就
学
援
助
費

を
支
給
す
る
家
庭
に
学
校

給
食
費
相
当
額
を
支
給
し

た
い
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
認
識
は
。

教
育
長　
「
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
１
人
１
台
の
環

境
を
学
校
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
す
る
」
と
い
う
構
想

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
や
、
創
造
性
を
育

む
学
び
を
実
現
し
て
い
く
。

問　

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
整
備
は
。

教
育
長　

国
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
整
備
費
補
助
金

を
活
用
し
、
小
・
中
学
校

の
全
校
を
今
年
度
中
で
の

整
備
が
完
了
で
き
る
よ
う
、

設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
。

問　

W
i
・
F
i
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
対

す
る
家
庭
学
習
の
た
め
の
、

通
信
機
器
整
備
支
援
は
。

教
育
長　

各
校
１
割
程
度

の
家
庭
で
環
境
整
備
が
無

い
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

文
科
省
及
び
厚
労
省
援
助

に
該
当
し
な
い
世
帯
を
含

め
た
機
器
設
置
に
係
る
経

費
の
ほ
か
、
通
信
費
負
担

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。

須
坂
市
行
政

問　

国
で
は
特
別
定
額
給

付
金
・
持
続
化
給
付
金
・

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等

政
策
や
財
政
支
援
を
し
て

い
る
が
、
施
策
の
取
り
組

み
評
価
は
。

市
長　

迅
速
確
実
な
給
付

が
実
施
で
き
て
い
る
こ
と

や
、
事
業
者
等
を
対
象
に

し
た
地
域
活
力
創
出
事
業

等
補
助
金
を
活
用
し
、
地

域
の
事
業
者
な
ど
の
多
様

な
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

問　

新
し
い
生
活
様
式
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

市
長　

３
密
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
周
知

徹
底
を
図
っ
た
。
感
染
拡

大
の
第
２
波
、
第
３
波
に

備
え
業
務
体
制
を
見
直

し
、
万
が
一
職
員
に
お
い

て
感
染
者
又
は
濃
厚
接
触

者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

も
、
業
務
が
停
滞
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
事
前
に
課

内
・
係
内
で
協
力
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

新しい生活様式を守り、
社会全体で力を合わせ、
長丁場の闘いを
乗り越えましょう

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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石合　敬 議員

配備予定の非接触型温度計
（写真はイメージです）

定
額
給
付
金
事
務
の
結
果
は

間
違
い
な
く
迅
速
に
行
っ
た

問　

10
万
円
の
定
額
給
付

金
を
「
早
く
配
っ
て
ほ
し

い
」
等
、
市
民
の
声
が
あ

っ
た
と
聞
く
。
し
か
し
、

職
員
の
的
確
・
確
実
な
仕

事
に
よ
り
給
付
が
大
変
早

い
業
務
で
あ
っ

た
と
思
う
が
い

か
が
か
。

総
務
部
長

「
他
の
自
治
体

よ
り
遅
い
」
等

の
声
が
あ
っ
た

が
、
近
隣
市
町

村
も
同
様
の
声

が
あ
っ
た
と
聞

く
。
結
果
的
に

給
付
は
早
く
で

き
た
と
思
う
。

問　

国
の
考
え

と
し
て
災
害
時

避
難
所
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

も
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

現
避
難
所
の
面
積
で
は
４

分
の
１
の
収
容
人
数
と
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
各

町
公
会
堂
・
小
中
学
校
の

教
室
も
指
定
避
難
場
所
と

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

公
会
堂
は
、

各
町
の
同
意
が
必
要
で
あ

り
検
討
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

市
長　

教
室
利
用
は
、
空

調
も
完
備
し
、
他
の
自
治

体
で
も
例
が
あ
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
相
談
し
検

討
し
た
い
。

問　

小
中
学
校
の
自
粛
期

間
中
に
学
習
理
解
度
の
差

は
生
じ
な
か
っ
た
か
。
ま

た
そ
の
対
応
策
は
。

教
育
長　

大
き
な
差
が
広

が
っ
た
と
は
聞
い
て
い
な

い
が
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
検

証
し
た
い
。
家
庭
学
習
を

個
人
内
評
価
し
、
学
習
意

欲
を
高
め
る
指
導
を
し
て

い
る
。
現
在
詳
細
な
理
解

度
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
な

い
が
、
７
月
に
総
合
学
力

調
査
を
す
る
。
理
解
度
の

差
を
少
な
く
す
る
た
め
、

学
習
指
導
員
の
増
員
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
学

力
意
欲
の
向
上
等
の
た
め

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

補
習
時
に
は
担
当
教

員
だ
け
で
な
く
人
材
を
補

充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

昨
今
の
教
育
事

情
か
ら
人
員
確
保
し
た
い
。

問　

市
の
コ
ロ
ナ
対
応
支

援
策
は
す
べ
て
が
国
か
ら

の
補
助
金
で
あ
る
。
市
内

で
も
事
業
自
粛
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
中
止
が
続
い
て
い

る
。
今
期
１
年
分
の
中
止

イ
ベ
ン
ト
活
動
費
を
小
規

模
事
業
者
等
に
市
独
自
で

給
付
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

国
の
第
２
次

補
正
予
算
の
交
付
金
で
必

要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
と
し
て
非
接
触
型
温

度
計
を
必
要
と
す
る
施
設

に
、
ま
た
各
公
会
堂
に
配

備
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

必
要
と
思
わ

れ
る
公
的
機
関
・
リ
ス
ク

を
減
ら
す
べ
き
機
関
等
に

は
配
備
予
定
。
各
町
公
会

堂
は
個
々
で
用
意
し
て
ほ

し
い
。

問　

交
付
金
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
各
町
イ
ベ
ン
ト
等

の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に

も
体
温
計
配
備
は
重
要
で

は
な
い
か
。

市
長　

各
個
人
で
持
参
願

い
た
い
。
交
付
金
は
優
先

順
位
つ
け
て
必
要
な
も
の

に
使
用
し
て
い
く
。

※
後
で
発
言
変
更
あ
り
。

各
町
に
非
接
触
型
温
度
計

の
配
備
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
。

市長、議会のルールは

守って下さい！

勝手な発言は反則です。

しかも間違っていまし

たよね

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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佐藤 壽三郎 議員

特別定額給付金事務作業中
　　（市総務課提供）

躊躇することなく市へご相談ください
コロナで生活困窮の市民に救済の手を

今
、
市
民
の
た
め
に
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を

問　

活
動
自
粛
要
請
を
起

因
と
す
る
経
済
の
落
ち
込

み
の
影
響
は
、
県
内
の
企

業
の
お
よ
そ
97
％
に
深
刻

な
経
営
難
と
し
て
影
を
落

と
し
て
い
る
。
市
内
の
企

業
も
同
様
の
状
況
に
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

市
内
の
中
小
企
業
の
窮
状

実
態
を
い
か
に
救
う
の
か
。

市
長　

市
内
事
業
者
の
雇

用
や
生
活
を
守
り
、
こ
の

先
も
安
定
的
に
持
続
発
展

を
し
て
い
く
た
め
に
、
将

来
に
つ
な
が
る
対
策
を
中

心
に
考
え
、
国
・
県
等
の

補
助
金
、
制
度
資
金
の
ほ

か
、
市
独
自
の
支
援
事
業

も
活
用
し
な
が
ら
地
域
経

済
再
生
に
向
け
て
、
継
続

支
援
し
て
い
く
。

今
、
市
民
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を

問　

今
後
、
ス
タ
グ
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
を
何
と
か
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
須
坂
市
だ

け
の
課
題
で
は
な
く
、
ま

た
一
国
の
力
の
み
で
解
決

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

市
長
の
考
え
は
。

市
長　

こ
の
対
策
は
須
坂

市
の
み
で
完
結
す
る
も
の

で
は
な
い
。
今
後
、
必
要

で
あ
れ
ば
全
国
市
長
会
や

知
事
会
へ
提
案
し
て
い
く
。

今
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に

問　

医
師
・
歯
科
医
師
等

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
が

果
た
す
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
も
、
公
的
支
援
が

必
要
と
思
う
が
。

市
長　

国
の
第
２
次
補
正

予
算
で
「
ウ
イ
ル
ス
と
の

長
期
戦
を
戦
い
抜
く
た
め

の
医
療
・
福
祉
の
提
供
体

制
の
確
保
」
の
「
医
療
・

福
祉
事
業
者
へ
の
資
金
繰

り
支
援
の
拡
充
」
と
し
て
、

無
利
息
・
無
担
保
等
の
危

機
対
応
融
資
の
拡
充
や
、

診
療
報
酬
等
の
一
部
概
算

払
い
に
必
要
な
借
入
利
率

等
の
補
助
が
あ
る
。

問　

須
坂
市
民
が
コ
ロ
ナ

感
染
を
起
因
と
す
る
生
活

破
綻
で
、
須
坂
の
町
か
ら

夜
逃
げ
や
尊
い
命
を
絶
つ

こ
と
か
ら
市
民
を
守
り
抜

く
。
こ
の
た
め
に
も
市
を

挙
げ
て
こ
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
。
そ
の
意
味
で
の

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
の

成
就
は
、
須
坂
の
み
な
ら

ず
善
光
寺
平
に
住
む
人
々

に
、
大
き
な
希
望
と
雇
用

の
場
の
恵
み
を
も
た
ら
す

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
変
更
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

進
出
予
定
企
業
は
計
画
ど

お
り
に
進
め
て
お
り
、
市

と
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

沿
っ
た
支
援
を
続
け
て
い

く
。

ここで一句
　入梅に
　　コロナや失せろ
　　　人恋し　　　寿茶

一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議

分
科
会

委
員
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■■■■■■ ６月定例会の議決結果 ■■■■■■

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第 30 号 市立博物館大規模改修等工事請負契約の締結

議案第 31 号 旧長野県須坂青年の家建物等解体撤去工事請
負契約の締結

議案第 32 号 （新）学校給食センター整備運営事業変更契約
の締結

議案第 33 号 ロータリ除雪車（1.8 ｍ級）の取得

議案第 34 号 除雪ドーザ（13t 級）の取得

議案第 35 号 市道の認定
市道１路線を認定

議案第 36 号

特別職の職員等の給与に関する条例の一部改
正
令和２年８月１日から令和３年７月 31 日までの間、給料
月額から市長 100 分の 10、副市長 100 分の 5 に相当す
る額を減額

議案第 37 号
市税条例等の一部改正
婚姻歴の有無や性別にかかわらず「寡婦（寡夫）控除」を「ひ
とり親控除」とする、固定資産の使用者課税について、課
税台帳の登録に際し使用者に通知する旨規定を加える等

議案第 38 号
都市計画税条例の一部改正
認定誘導事業者に係る固定資産税又は都市計画税の特例に
関する規定を削る

議案第 39 号
手数料徴収条例の一部改正
住民票の除票の写し、戸籍の附票の除票の写し等に関する
手数料を加える、通知カードの再交付に係る手数料を削る
等

議案第 40 号
後期高齢者医療に関する条例の一部改正
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷
病手当金の支給に係る申請書の受付を加える

議案第 41 号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正
保育の終了に際して、保護者の希望により引き続き教育又
は保育の提供ができる場合は、連携施設の確保を免除する
等

議案第 42 号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準を定める条例の一部改正
特定地域型保育事業者のうち、３歳未満児の保育の終了に
際して、引き続き３歳以上児に対する保育の提供ができる
場合は、連携施設の確保を免除する

議案第 43 号
国民健康保険条例の一部改正
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に傷病手
当金を支給するため、傷病手当金の金額、支給期間等との
調整について定める

議案第 44 号
国民健康保険税条例の一部改正
低未利用地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る国民健
康保険税の課税の特例について定める

議案第 45 号
地区計画の区域内における建築物の制限に関
する条例の一部改正
地区整備計画区域の適用区域として、井上・福島地区を加え、
建築物の用途の制限、建蔽率の最高限度等を定める

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第 46 号

2020 年度一般会計補正予算第３号
9,992 万円増
( 公立小中学校の児童生徒 1 人につき 1 台のタブレット端
末を整備・学校給食センター施設整備・信州須坂まちの元
気創出推進委員会負担金・台風 19 号災害を受けて市が管
理する河川の浚渫整備等 )

議案第 47 号

2020 年度国民健康保険特別会計補正予算第
１号
540 万円増

（国保加入者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合や
疑いがある場合、療養のために労務に服することができな
い期間に対し傷病手当金を支給）

議案第 48 号

2020 年度一般会計補正予算第４号
6,678 万１千円増【国の新型コロナウイルス
感染症対策（２次補正）】

（低所得のひとり親世帯の子育て負担の増加や、「ひとり親
世帯臨時特別給付金」事業）

議案第 49 号

2020 年度一般会計補正予算第５号
2,300 万円増

（新型コロナウイルス対応型地域活力創出事業等補助金 ( 感
染拡大防止及び地域の活力創出等を目的とした事業者や団
体等が自ら考えた取組みに対する支援））

同意第 6 号

井上、幸高、九反田、中島財産区管理委員の
選任（同意）７名
北村　愼太郎　　禰冝田　守保
竹前　英一　　　島田　久
青木　保　　　　八重澤　好德
石田　茂

同意第 7 号

農業委員会委員の任命について（同意）14 名
小林　郁雄　　　神林　清治
市村　修一　　　上原　昌雄
神林　秀明　　　神林　利彦
田中　郁男　　　小林　昇
原　千賀子　　　﨤町　惇
松田　かよ　　　山岸　幸子
春原　博　　　　齋藤　稔

請願第 1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る請願

請願第 2 号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算
の増額を求める請願

意見書第 4 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書

意見書第 5 号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算
の増額を求める意見書

意見書第 6 号
新型コロナウィルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書

全会一致による可決案件 （敬称略）

審
査
結
果
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2019年度　政務活動費報告　

1

2

3

4

5

6

7

8

視 察 日 議 会 名 視 察 内 容

2019 年度　行政視察受け入れ状況 ６４名の方にお越しいただきました

須坂市議会の政務活動費は、１人当たり年額 15 万円（月額 12,500 × 12 カ月）が上限です。
議員が政策立案や政策提言力を高めるため、調査研究活動を行う際の経費です。

◆ 新風共創会 …………………… 宮本泰也　荒井　敏　西澤えみ子　石合　敬　（岩田修二 2020.1 まで）
◆ 輝　創　会 …………………… 塩﨑貞夫　岡田宗之　浅井洋子　中島義浩　宮坂成一
◆ 日本共産党 …………………… 竹内　勉　久保田克彦
◆ 無所属クラブ …………………… 佐藤壽三郎
◆ 新　政　会 …………………… 堀内章一　古家敏男　牧　重信　荒井一彦　水越正和　酒井和裕　霜田　剛

会派別議員構成

▶︎ 調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究や調査委託に関する経費
▶︎ 研　修　費：研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
▶︎ 資料購入費：図書、資料等の購入に要する経費
▶︎ 事 務 所 費：事務所の設置、管理に要する経費

使途項目の説明

4 月 18 日

5 月 8 日

8 月 2 日

5 月 20 日

7 月 26 日

10 月 2 日

7 月 24 日

10 月 4 日

長野県東御市議会 ( 議会運営委員会 )

愛媛県西条市議会 ( 環境消防委員会 )

神奈川県横須賀市議会 ( 会派 )

福島県南相馬市議会 ( 文教福祉常任委員会 )

茨城県つくばみらい市議会 ( 教育民生委員会 )

静岡県小山町議会

山口県山口市議会 ( 会派 )

青森県弘前市議会 ( 経済文教常任委員会 )

予算決算の審査方法について

移住支援～移住支援信州須坂支援モデル～の取り組みについて

産後うつ対策 ( 須坂モデル ) の概要について

須高地域医療ネットワーク推進事業について

須坂市における保健補導員活動の取り組みについて

ラウンドアバウト環状交差点の設置経緯について

須坂温泉古城荘について

須坂フルーツ発泡酒を核とした果樹振興と賑わい創出事業について

会派名 新風共創会 輝創会 日本共産党 新政会

人 数

交 付 額

使
途
項
目

調 査 研 究 費

研 修 費

資 料 購 入 費

事 務 所 費

合 計

政 務 活 動 費 の 残 額

725,000

4名
(2020年 1月まで5名 )

2 名

750,000 300,000

560,561 415,630 0

155,944 292,060 292,920

0 10,394 0

725,370 721,749 402,566

0 28,251 0

370 0 102,566会 派 負 担 額

5名 7名

8,865 3,665 109,646

無所属クラブ

1名

150,000 1,050,000

0 875,553

0 30,000

0 436

54,927 1,004,147

95,073 45,853

0 0

54,927 98,158
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編

集

後

記

編

集

後

記

　

世
界
的
に
蔓
延
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
生
活
や
社
会
経

済
へ
多
大
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
多

く
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
は
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
「
新
し
い

生
活
様
式
」の
定
着
と「
社

会
経
済
活
動
」
を
両
立
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
水
害
が
多
く
発
生
す

る
時
期
を
迎
え
、
避
難
所

運
営
に
お
い
て
も
感
染
予

防
対
策
を
取
り
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
禍
（
わ
ざ
わ
い
）
を

転
じ
て
福
と
な
す
」
そ
の

よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、
共

に
立
ち
向
か
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

（
岡
田
）

市
議
会
広
報
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別
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
本
　
泰
也

副
委
員
長
　
　
牧
　
　
重
信

委
　
　
員
　
　
荒
井
　
　
敏

　
　
　
　
　
　
古
家
　
敏
男

　
　
　
　
　
　
久
保
田
克
彦

　
　
　
　
　
　
岡
田
　
宗
之

   

　
　
　
　
　
浅
井
　
洋
子

議場に華やかなアクセント（文芸協のご協力）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

電話：026-248-9014  
FAX：026-248-3365
E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

一般質問通告要旨は８月28日以降、地域公民館等にあります。 ※上記日程は都合により変更する場合があります。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

令和２年 会期日程（予定）９月定例会

　信州医療センター感染対策担当者より感染対策の基
本をお伝えします。
❶手洗い：石鹸を使用して丁寧に手洗いを行い、十分

な水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく
拭き取り乾かします。
❷咳エチケット：マスクを着用し口と鼻を覆います。

マスクがない時にはティッシュやハンカチで口や鼻
を覆います。またくしゃみなどとっさの時は袖で口
や鼻を覆います。
❸正しいマスクの着用：口と鼻を確実に覆ってくださ

い。（顎にマスクを当てていても感染防止になりませ
ん）隙間がないように鼻までしっかり覆いましょう。
❹咳やくしゃみの時に直接手で口や鼻を押さえるのは、手

についた菌を人にうつす可能性があるのでやめましょう。
以上の点に注意し、学校や職場など人が集まる所で
実践して感染予防に心がけましょう。

� 信州医療センター　感染対策担当

　いつも地域の皆様、
関係機関の方々には、
当院の運営に関して
ご理解・ご支援をい
ただきありがとうご
ざいます。
　当院では、現在、
院内の感染防止対策
を徹底して、一般外来、入院、検診等、通常の診療体
制で行っておりますが、今般の感染症流行の影響を受
けて、当院を含めて全国的に患者さんの医療機関への
受診が控えられている状況です。
　お体に不調等がございましたら、無理せずお早めに
かかりつけ医を受診しましょう。
　当院でも引き続き、行政や他の医療機関等と連携し
て、地域の皆様が安心して受診いただけるよう診療体
制、療養環境の整備に努めてまいります。

� 信州医療センター　事務部　医事課長

面会受付の様子（体温測定・問診）

月 日 曜 種 別 開始時刻 概 要

8月2 5日

31日
9月1日

2日
3日
4日
7日
8日
9日

10日

火

月
火
水
木
金
月

本会議

本会議

本会議

委員会

委員会

10:00

9:30

9:00

14:00

10:30

開会
議案上程・提案説明・議案質疑等

一般質問

予算決算特別委員会（総務文教分科会）
／総務文教委員会

予算決算特別委員会（福祉環境分科会）
／福祉環境委員会

予算決算特別委員会（経済建設分科会）
／経済建設委員会

予算決算特別委員会

委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

11日

委員会 9:00

14日
16日

18日

火
水
木
金
月
水

金

予算決算特別委員会（総括質疑）

須
坂

市
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.suzaka.nagano.jp/

議
会

E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印

刷
　

共
和

紙
器

印
刷

株
式

会
社

印
刷

部
数

　
19350

部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

37
円

）
こ

の
印

刷
物

は
環

境
に

配
慮

し
て

、
再

生
紙

、
大

豆
油

イ
ン

ク
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

無
断

転
用

禁
止

電
話

 026-245-1400
〒

382-8511
長

野
県

須
坂

市
大

字
須

坂
1528

－
1

（
議

会
事

務
局

専
用

 026-248-9014）

■■■ 令和 2 年 6 月定例会本会議をインターネットで録画配信中　ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

市民の生命を守るため、日夜奮闘する信州医療センタースタッフの
皆さまよりコメントをお寄せいただきました医療従事者医療従事者のの声声
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